
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
９
９
回 

 

日
本
山
岳
会
関
西
支
部 

前
鬼
山
岳
古
道
調
査
協
力 

 

◇
実
施
日 

８
月
２
７
日
（
土
）
～
２
９
日
（
月
） 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
（
２
７
日
泊
、
２
９
日
日
帰
り
）
梶
野
照
雄
（
２
８
、

２
９
日
）
青
木
宏
充
、
坂
田
洋
子
、
今
中
三
恵
子
（
２
７
、
２
８

日
） 

 

日
本
山
岳
会 

中
久
保
忠
伸
（CL

）
永
井
和
（SL

）
豊
田
哲
也
（SL

）
新
本
政

子
、
久
保
和
恵
、
岩
崎
し
の
ぶ
、
薦
田
佳
一
、
野
村
康
、
深
澤

優
子
、
森
澤
義
信
、
横
山
規
江
、
播
戸
日
出
生 

 

日
本
山
岳
会
は
３
年
後
の
２
０
２
５
年
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
。 

そ
の
記
念
行
事
と
し
て
全
国
の
山
岳
古
道
を
調
査
し
、
「
日
本
の
古
道
１
２
０

選
」
を
公
開
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。 

日
本
山
岳
会
関
西
支
部
会
員
で
我
々
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
森
澤
義

信
氏
が
前
鬼
周
辺
の
古
道
調
査
を
強
く
推
さ
れ
た
よ
う
で
、
今
春
、
同
関
西
支

部
よ
り
案
内
、
同
行
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
８
月
２
７
日
～
２
９

日
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
詳
細
の
打
ち
合
わ
せ
を
続
け
当
日
を
迎
え
た
。 

 

小
池
宿
跡
ま
で
ピ
ス
ト
ン 

 

８
月
２
７
日
（
土
） 

曇
一
時
雨 

昼
前
に
全
員
が
小
仲
坊
に
集
合
、
自
己
紹
介
や
準
備
体
操
の
後
登
山
準
備
を
整

え
た
後
、
１
２
時
過
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
い
き
な
り
の
渡
渉
や
沢
沿
い
の
足

場
が
悪
い
道
を
進
み
登
り
口
に
着
く
。
「
え
え
ー 

こ
ん
な
と
こ
か
ら
登
る

の
？
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
一
時
間
、
テ
ー
プ
を
頼
り
に
急

登
を
続
け
、
分
岐
尾
根
の
広
場
に
着
い
て
休
憩
す
る
。
最
年
長
の
薦
田
さ
ん
は

少
々
お
疲
れ
で
、
豊
田
さ
ん
が
付
き
添
っ
て
尾
根
で
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

す
ぐ
に
沢
を
渡
る 

 
 

 
 

 

尾
根
広
場
に
着
く 

 
 
 

 
 

下
降
開
始 

お
二
人
を
残
し
て
出
発
。
尾
根
を
下
っ
て
涸
れ
沢
を
池
郷
川
に
下
降
す
る
。
涸

れ
沢
は
出
だ
し
が
急
な
上
に
小
石
が
多
く
足
元
が
不
安
定
な
た
め
ゆ
っ
く
り

と
歩
を
進
め
た
。
下
り
き
る
と
池
郷
川
の
源
流
部
だ
。
原
生
林
の
植
生
の
豊
か

さ
、
流
れ
る
水
の
奇
麗
さ
、
見
渡
し
た
周
り
の
雰
囲
気
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
、
の
一
言
で
、
皆
さ
ん
も
感
激
さ
れ
た
よ
う
だ
。
２
～
３
回
支
流
を

渡
り
小
池
宿
跡
に
着
く
。
小
池
宿
跡
で
は
石
段
付
近
を
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い

頂
い
て
清
掃
し
線
香
を
を
供
え
た
。
１
５
分
ほ
ど
滞
在
し
来
た
道
を
引
き
返
す
。 

３
０
分
少
々
で
尾
根
の
広
場
に
着
き
、
待
機
し
て
い
た
薦
田
、
豊
田
の
お
二
人

と
合
流
す
る
。
尾
根
を
過
ぎ
る
と
後
は
下
り
ば
か
り
。
青
木
、
坂
田
の
お
二
人

が
先
導
し
て
午
後
４
時
半
過
ぎ
に
小
仲
坊
に
帰
着
し
た
。 

午
後
６
時
か
ら
夕
食
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
着
替
え
や
明
日
の
準
備

を
行
う
。「
お
風
呂
湧
い
て
ま
す
」
の
声
で
女
性
陣
か
ら
順
次
入
浴
し
た
が
、

こ
れ
が
最
高
の
風
呂
だ
っ
た
。 



 
 

 
 

 

小
池
宿
跡
を
清
掃 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

夕
食 

五
鬼
助
さ
ん
も
加
わ
り
９
時
ま
で
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。 

 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

小
仲
坊12

：15

→13

：42

尾
根
広
場
→14

：25

小
池
宿
跡14

：40

→16

：34

小
仲
坊 

 

牛
抱
坂
（
前
鬼
道
）
の
踏
査 

２
８
日
（
日
）
曇
時
々
晴
れ 

 

朝
４
時
に
家
を
出
て
、
午
前
６
時
４
０
分
前
鬼
に
着
い
た
。
ゲ
ー
ト
手
前
の
広

場
は
車
で
一
杯
に
、
沢
登
り
の
グ
ル
ー
プ
が
出
発
準
備
中
だ
っ
た
。
小
仲
坊
で

は
日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ん
、
沖
崎
さ
ん
や
青
木
さ
ん
の
顔
も
見
え
る
。
総
勢
１

３
名
が
車
３
台
に
分
乗
し
て
牛
抱
坂
の
登
山
口
に
向
か
う
。
途
中
で
登
っ
て
く

る
車
が
複
数
あ
り
、
離
合
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
午
前
７
時
４
０
分
登
山
口
を

出
発
、
９
０
３
ｍ
の
ピ
ー
ク
を
目
指
し
て
急
坂
を
登
る
。
青
木
、
坂
田
の
両
氏

は
９
時
過
ぎ
に
離
脱
し
て
引
き
返
し
た
。
こ
の
後
前
鬼
川
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す

る
そ
う
だ
。
９
０
３
ｍ
の
ピ
ー
ク
を
越
し
展
望
が
開
け
て
、
大
日
岳
、
釈
迦
ヶ

岳
、
孔
雀
岳
が
よ
く
見
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

登
り
だ
す 

 
 

 
 
 

 

９
０
３
ｍ
か
ら 

 
 
 
 

 

ト
ラ
バ
ー
ス 

牛
抱
峠
ま
で
は
旧
牛
抱
坂
を
通
ら
ず
尾
根
伝
い
に
上
方
を
通
過
、
途
中
か
ら
ト

ラ
バ
ー
ス
し
て
牛
抱
峠
の
南
西
尾
根
に
達
し
牛
抱
峠
ま
で
下
る
。 

 
 

 
 

 

牛
抱
峠
で 

 
 

 
 
 

 
 

 

下
る 

 
 
 

 
 
 

ウ
リ
ネ
谷
源
頭 



牛
抱
峠
ま
で
は
１
０
分
ほ
ど
下
る
必
要
が
あ
り
、
旧
牛
抱
坂
よ
り
も
か
な
り
上

方
を
通
っ
て
き
た
こ
と
が
判
る
。 

 
 

 
 

 

植
林
の
中
を 

 
 
 
 

 

牛
抱
坂
と
の
交
差 

 
 
 

 
林
道
に
降
り
立
つ 

牛
抱
峠
で
昼
食
、
食
後
ウ
リ
ネ
谷
の
源
頭
へ
下
る
。
ウ
リ
ネ
谷
ま
で
は
過
去
に

通
過
し
た
ル
ー
ト
を
な
ぞ
っ
た
。
ウ
リ
ネ
谷
は
相
変
わ
ら
ず
き
れ
い
な
水
が
流

れ
て
い
る
。
ウ
リ
ネ
谷
か
ら
獣
除
ネ
ッ
ト
沿
い
に
植
林
の
中
を
進
み
、
休
場
の

尾
を
下
っ
て
林
道
ゲ
ー
ト
に
下
山
し
た
。
休
場
の
尾
と
旧
牛
抱
坂
と
の
交
差
点

で
、
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
旧
牛
抱
坂
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
山
岳
会
か
ら

「
２
、
３
人
で
後
日
歩
い
て
み
る
」
と
の
答
え
が
あ
っ
た
。
今
中
さ
ん
の
車
が

ゲ
ー
ト
に
駐
車
し
て
い
た
の
で
、
牛
抱
坂
の
登
山
口
ま
で
車
の
回
収
に
向
か
っ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
小
仲
坊
に
帰
り
着
い
た
が
、
数
名
は
１
．
７
㎞ 

の

林
道
を
歩
い
て
戻
ら
れ
た
。
小
仲
坊
に
戻
っ
て
か
ら
１
時
間
ほ
ど
五
鬼
助
さ
ん

等
と
話
を
し
て
池
原
に
向
か
っ
た
。
池
原
で
き
な
り
の
湯
に
入
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
夕
食
、
カ
フ
ェ
で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
か
ら
小
仲
坊
に
帰
っ
た
。

池
原
ま
で
は
３
５
分
だ
っ
た
が
、
小
仲
坊
ま
で
は
日
没
後
で
真
っ
暗
だ
っ
た
の

で
４
２
分
か
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

小
仲
坊07

：05

→
牛
抱
坂
登
山
口07

：30

→1
1

：5
3

牛
抱
峠1

2

：2
5

→1
2

：

40

ウ
リ
ネ
谷
→14

：13

休
場
の
尾
牛
抱
坂
交
差
→14

：25

林
道
ゲ
ー
ト
→14

：

58

小
仲
坊 

  

小
池
宿
跡
か
ら
嫁
越
峠
ま
で
の
踏
査 

２
９
日
（
月
）
曇
一
時
雨 

 
 

 
 

 

早
朝
に
出
発 

 
 
 
 

尾
根
広
場
に
着
く 

 
 
 
 

池
郷
川
を
渡
る 

朝
４
時
、
発
電
機
が
動
き
出
し
照
明
が
点
灯
、
そ
れ
と
共
に
起
き
出
し
た
。
昨

夜
は
室
内
で
も
２
０
℃
以
下
で
、
久
し
ぶ
り
に
エ
ア
コ
ン
な
し
で
眠
っ
た
。
５

時
に
朝
食
、
お
弁
当
を
ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
出
発
す
る
。
今
日
は
日
本
山
岳
会
９

名
の
内
３
名
が
小
仲
坊
に
残
り
、
残
り
の
６
名
と
私
の
合
計
７
名
の
参
加
だ
。



水
源
の
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
を
越
え
、
１
１
２
０
ｍ
の
台
地
ま
で
１
時
間
と
ち

ょ
っ
と
、
小
池
宿
跡
に
２
時
間
弱
で
着
い
た
。 

 
 

 
 

 

小
池
宿
跡
で 

 
 
 
 

広
い
沢
筋
を
登
る 

 
 
 
 

 
コ
ル
に
到
着 

こ
こ
迄
は
過
去
に
通
っ
て
い
る
の
で
良
く
判
っ
て
い
る
が
、
こ
の
先
の
嫁
越
峠

ま
で
は
初
め
て
の
コ
ー
ス
な
の
で
不
安
と
期
待
が
交
錯
す
る
。
小
池
宿
跡
の
靡

看
板
か
ら
ち
ょ
っ
と
上
流
側
に
古
い
テ
ー
プ
が
打
た
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
プ

か
ら
ほ
ぼ
東
方
向
に
広
い
沢
を
登
っ
て
い
く
。
僅
か
で
は
あ
る
が
、
幅
６
０
㎝

程
度
の
道
ら
し
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
途
中
は
あ
ち
こ
ち
の

支
流
か
ら
水
が
流
れ
て
い
て
、
水
の
補
給
に
は
困
ら
な
い
場
所
だ
。
２
０
０
ｍ

ほ
ど
登
っ
て
明
る
い
コ
ル
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
堂
ノ
谷
の
源
頭
へ
下
る
。
コ
ル

か
ら
の
下
り
は
、
は
っ
き
り
と
判
る
道
跡
が
残
っ
て
い
た
。
２
０
分
で
堂
ノ
谷

に
着
く
。
こ
の
谷
も
き
れ
い
な
水
が
ふ
ん
だ
ん
に
流
れ
て
い
た
。
大
峰
山
脈
の

最
深
部
で
、
上
流
に
人
工
物
は
無
い
の
で
水
が
汚
れ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
こ
ま

で
来
た
ら
、
あ
と
は
２
０
０
ｍ
上
の
奥
駈
道
へ
登
る
だ
け
。
登
り
の
途
中
か
ら

道
ら
し
き
も
の
が
途
絶
え
が
ち
に
な
り
、
シ
ダ
や
笹
の
中
を
歩
く
よ
う
に
な
っ

た
。
崩
れ
て
い
る
沢
を
渡
る
場
所
が
あ
り
、
慎
重
に
通
過
し
た
。 

 
 

 
 

 

堂
ノ
谷
源
頭 

 
 
 
 

奥
駈
道
が
近
づ
く 

 
 
 

嫁
越
峠
の
南
側
に
出
る 

小
仲
坊
を
出
発
し
て
か
ら
約
４
時
間
、
嫁
越
峠
の
３
０
ｍ
ほ
ど
南
の
奥
駈
道
に

到
達
し
た
。
先
頭
の
中
久
保
氏
の
リ
ー
ド
も
あ
り
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
早

く
嫁
越
峠
に
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
嫁
越
峠
で
休
憩
中
に
少
し
雨
粒
が
落
ち
て

き
た
。
来
た
道
を
戻
る
か
奥
駈
道
を
太
古
ノ
辻
経
由
で
帰
る
か
を
協
議
し
た
結

果
、
全
員
が
奥
駈
道
を
選
択
し
太
古
の
辻
に
向
か
っ
て
北
上
し
た
。
携
帯
電
話

が
使
え
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
小
仲
坊
に
電
話
す
る
が
、
通
話
状
態
が
不
安
定
で

２
度
掛
け
直
し
、
そ
の
後
衛
星
携
帯
電
話
で
再
び
か
け
て
太
古
の
辻
経
由
で
帰

る
事
を
伝
え
た
。
日
差
し
は
ま
っ
た
く
な
く
、
少
し
風
も
あ
る
。
暑
い
こ
と
は

無
い
が
奥
守
岳
へ
の
登
り
で
大
汗
を
か
く
。
天
狗
山
に
１
１
時
前
に
着
い
た
が
、

朝
食
を
摂
っ
て
か
ら
す
で
に
６
時
間
経
っ
て
い
る
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給

を
行
う
。
お
弁
当
の
３
分
の
一
程
度
を
腹
に
詰
め
込
ん
だ
。
天
狗
山
の
北
面
か

ら
蘇
莫
岳
周
辺
に
か
け
、
笹
が
繁
っ
て
足
元
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
声

を
か
け
て
足
元
の
注
意
を
促
し
た
。
１
２
時
過
ぎ
に
太
古
ノ
辻
に
着
き
、
２
０



分
の
昼
食
休
憩
を
取
る
。
２
０
１
８
年
、
大
日
岳
の
工
事
が
終
わ
っ
て
、
撤
収

時
に
ス
コ
ッ
プ
一
本
を
太
古
の
辻
の
岩
陰
に
デ
ポ
し
た
の
を
思
い
出
し
て
、
探

し
に
行
く
と
す
ぐ
に
見
つ
か
り
、
荷
物
も
軽
い
の
で
携
え
て
持
ち
降
ろ
し
た
。 

 
 

 
 

 

天
狗
山
の
北
面 

 
 
 

 

二
ツ
岩
で
休
憩 

 
 
 
 

 

小
仲
坊
に
帰
着 

太
古
の
辻
か
ら
前
鬼
へ
の
下
り
も
、
最
初
の
１
０
０
ｍ
位
は
笹
が
伸
び
て
足
元

が
見
え
な
い
。
お
ま
け
に
水
流
で
深
く
掘
れ
た
場
所
も
あ
り
登
山
道
を
脇
に
ず

ら
す
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
し
下
っ
た
所
で
雨
が
降
り
出
し
、

皆
さ
ん
雨
具
を
着
用
さ
れ
る
。
二
ツ
岩
の
す
こ
し
上
方
で
、
昨
年
山
側
に
付
け

替
え
た
登
山
道
は
ち
ゃ
ん
と
機
能
し
て
い
た
。
二
ツ
岩
で
休
憩
。
雨
は
止
ん
で

い
た
の
で
、
着
衣
の
調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。
日
本
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
に

は
こ
こ
を
歩
く
の
が
初
め
て
の
人
も
い
て
、
自
然
の
造
形
に
感
嘆
し
て
い
た
。

階
段
が
終
わ
っ
た
所
で
休
憩
し
水
分
補
給
を
行
う
。
稜
線
上
は
涼
し
か
っ
た
が
、

標
高
が
下
が
り
谷
沿
い
で
風
も
当
た
ら
な
い
の
で
、
暑
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
太
古
の
辻
か
ら
２
時
間
１
０
分
で
小
仲
坊
に
帰
り
着
い
た
。
小
池

宿
跡
経
由
で
嫁
越
峠
ま
で
４
時
間
、
嫁
越
峠
か
ら
小
仲
坊
ま
で
５
時
間
、
合
計

９
時
間
１
３
㎞ 

ほ
ど
の
山
行
だ
っ
た
。
日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。
奥
駈
道
の
嫁
越
峠
か
ら
太
古
の
辻
ま
で
は
倒
木
無
し
、
登
山
道
の
崩
れ

等
の
異
常
な
し
。
天
狗
山
か
ら
太
古
の
辻
ま
で
の
笹
刈
り
は
必
要
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

行
動
タ
イ
ム 

 

小
仲
坊05

：42

→06

：52

尾
根
広
場
→07

：31

小
池
宿
跡07

：36

→08

：14

コ
ル
→08

：40

堂
ノ
谷
→09

：37

嫁
越
峠0

9

：4
1

→1
0

：2
0

奥
守
岳
→1

0

：

46

天
狗
山
→12

：12

太
古
の
辻12

：25

→13

：30

二
ツ
岩
→14

：37

小
仲

坊 

 

予
定
の
三
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ア
も
あ
り
、
経
験
も
豊
富
な
方
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
今
回
の
コ
ー
ス
は
大
満
足
で
、
前
鬼
の
里
も
含
め
て
よ
か
っ
た
と
の
メ
ー

ル
も
沢
山
頂
い
た
。
ご
協
力
頂
い
た
梶
野
、
青
木
、
坂
田
、
今
中
の
４
氏
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


